
　

「
議
会
が
佐
伯
に
訂
正
を
求
め
た

」
？

◇
不
思
議
な
議
会
だ
よ
り
記
事

　
3
/
3
議
長
の

「
発
言
禁
止

」
乱
発

し
た

、

し
て
い
ま
す

。 。 に

　
　
　
　
　

（
　
　
左
ペ
ー

ジ
上
段
へ

）

定
し
て
い
る

。
本
来
出
せ
な
い
文
書
で
す

。

れ
た
政
治
活
動
を

「
騒
音

」
の
よ
う
に
否

な
い
の
で
す

。
申
入
書
は
憲
法
で
保
障
さ

に
責
め
を
負
い
か
ね
な
い

。
取
り
締
ま
れ

す
る
行
為
と
み
ら
れ
か
ね
ず

、
警
察
も
逆

さ
え
ぎ
れ
ば

「
選
挙
活
動
の
自
由
を
妨
害

」

れ
た
正
当
な
言
論
活
動
で
あ
り

、
下
手
に

れ
は
街
頭
議
会
報
告
が

、
憲
法
で
保
障
さ

を
止
め
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

。
そ

も
遭
遇
し
て
い
ま
し
た
が

、
１
度
も
街
頭

っ

と
や
っ

て
い
ま
し
た

。
警
察
と
は
何
度

を
続
け
て
お
り

、
役
場
下
路
側
帯
で
も
ず

私
の
場
合

、
長
年
町
内
各
地
で
街
頭
活
動

抗
議
文
を
送
付
し
ま
し
た

（
写
真
❻

）
。

法
律
の
専
門
家
に
意
見
を
聞
き

、
厳
重
な

は
そ
う
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
か
ね
な
い

。

動
で
す

。
騒
音
で
は
な
い

。
➎
の
申
入
書

専門家いわく「憲法で保障されてる正当な言論活動の否定になりかねない」　申入書に厳重抗議へ

下
線
部
他

、
矛
盾
・
疑
問
が
多
々
あ
り

、
私
は

9
/
6
街
頭
音
声
を
私
の
ブ
ロ
グ
で
公
開
予
定

町
長

、
何
で
こ
ん
な
文
書
を
出
す
？
　

な
ぜ
9
/
6

「
本
人
に
伝
え
て
る

」
と
偽い

つ

わる
？

➎
1
2
/
6
町
長
の
議
長
宛
て
申
入
書

最
終
日
の
議
場
で
反
論
し
た

（
＊
動
画
参
照

）
。

❻ 12/8付、佐伯は町長宛に

厳重な抗議文を送付

▷筋が違うし矛盾が多い。「もう2度と

　こういう文書は出さないよう」言及。

い

っ
た
い
議
会
に
何
を
要
望
を
？

「
議
会
で
厳
正
に
対
応
し
て

」
と
は

は
専
門
家
い
わ
く

「
正
当
な
言
論
活
動
の

多
く

、
筋
が
違
う
話
で
あ
る
の
と

、
こ
れ

送
付
理
由
は
上
記
➎
が
矛
盾
・
疑
問
点
が

　
抗
議
文
送
付
に
つ
い
て

（
写
真
❻

）

（
▽
表
面
④
の
続
き

）

と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
正
当
な
政
治
活

日
本
国
憲
法
第
２
１
条

「
表
現
の
自
由

」

の
否
定
に
な
る

。
街
頭
演
説
と
い
う
の
は

れ
る
こ
と

。
こ
れ
は

「
民
主
主
義
の
根
幹

」

　の挙手。私の辞職勧告決議案を提出。だが私は別室に待機のまま1度も戻されず。提出理由も知らず反対の抗弁も出来ぬまま進行、採決され決議案は可決。事務局は経過を私に知らせぬまま。私は翌朝の新聞で「決議案提出、可決」を知る。前代未聞の強行策だった。

翌
1
9
日

、
署
か
ら

「
久
山
町
役
場
に
問

山
町
役
場
に
聞
い
て
み
な
い
と

」
と
の
答

。

「
今
こ
こ
で
は
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い

。
久

ィ

バ
ス
の
登
録
か
で
法
的
対
応
も
違
う
旨

。

と
同
様
の
登
録
か

、
通
常
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ

だ
イ
コ
バ
ス
が
西
鉄
バ
ス
等
の
路
線
バ
ス

1
0
㍍
以
内
は
駐
停
車
禁
止
と
な
る

。
た

◇【参考】前回の佐伯への議員辞職勧告決議…2021年3月18日最終日、議会会議規則変更案に私は質問。その途中で阿部文俊議長（当時）がさえぎり、私は議長に抗議。何と議長は私に「会議終了まで退場」を命じ、私は退場に。すると退場後、山野久生議員が動議

政
治
活
動
を
妨
害
す
る
こ
と
も
は
ば
か
れ

き
て
お
ら
ず

、
街
頭
演
説
と
い
う
立
派
な

つ
ま
り

、
粕
屋
署
も

「
法
律
上

」
特
定
出

扱
い
に
な
る
と
の
こ
と

」
と
電
話
あ
り

。

乗
合

、
す
な
わ
ち
西
鉄
バ
ス
と
同
じ
法
的

い
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ

、
イ
コ
バ
ス
は
一
般

場
は
私
の
街
頭
を
黙
認
状
態
だ
っ

た
が
？

り
明
確
に
把
握
し
て
い
た
と
捉
え
る

。
役

は

「
駐
停
車
出
来
な
い
場
所

」
と
警
察
よ

（
▽

）

　
　
　
街
頭
場
所
が
駐
禁
エ
リ
ア
か
を
確
認

　
　
　
私
が
や

っ
て
い
る
役
場
下
の
路
側
帯
の

　
⑶
1
2
/
1
8
粕
屋
署
に
行
き

、
道
交
法
と

道
路
交
通
法
で
は
基
本
バ
ス
停
表
示
か
ら

否
定
・
侵
害

」
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
わ

　
の
段
階
で
私
に
言
わ
な
い
の
で
し

ょ
う

。

　
何
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。
な
ぜ
➄

（
了

）

　
⑴
9
/
6
総
務
課
長
と
私
と
の
話
は

　
　
を
切
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

。

　
　
を
促
す
こ
と
が
原
則

。
即
駐
禁
切
符

て
来
た

。

「
こ
の
エ
リ
ア
で
は
道
交
法
上

、
車

に
状
況
を
確
認
し
た

。
道
路
交
通
法
も
教
わ
っ

　
道
交
法
第
4
4
条
の
具
体
的
な
説
明
は

　
　
ん
き

）
し
て
エ
リ
ア
か
ら
車
の
移
動

➄
こ
の
後

、
議
会
は
私
に
何
の
経
過
報
告

て
声
が
聞
こ
え
て
る

。
他
で
や
っ

て
く
れ

」
と

で
バ
ッ

テ
ン

。

「
今
庁
舎
で
会
議
が
重
な
っ

て

説

。
開
始
か
ら
約
5
分
後

、
課
長
が
現
れ

、
手

私
は
記
録
を
残
し
て
い
る

。
夕
方
前
に
街
頭
演

　
か

、
私
へ
の
聞
き
取
り
も
な
し
で
す

。

　<

参
考>

疑
問
を
検
証
　
３
点

の
こ
と

。
私
は
謝
り

、
マ
イ
ク
で
も

「
音
が
役

イ
コ
バ
ス
営
業
所
へ
出
か
け

、
運
転
手
・
所
長

　
1
2
/
1
9

、
私
は
直
接
新
宮
タ
ク
シ
ー

の

⑥
1
2
/
1
4
最
終
日

、
こ
の
ま
ま
閉
会

　
　
こ
と
は
な
く

、
ま
ず
注
意
喚
起

（
か

　
　
説
で
は

、
即
問
題
視
さ
れ
る
と
い
う

　
＊
駐
停
車
禁
止
エ
リ
ア
で
も

、
街
頭
演

の
駐
停
車
を
し
て
は
い
け
な
い

」
場
所
だ
と

。

議会は私の「課長に確認を」の要求を無視、提案に至る「常識的手続き」も無視　ど
いた

う考える？

　
し
か
し
こ
の
本
会
議
で

、
私
に
は
そ
の

　
エ
リ
ア
と
知
り
ま
し
た

（
法
4
4
条

）
。

　
そ
こ
が
道
路
交
通
法
上
の
駐
停
車
禁
止

　
れ
た
決
議
文
を
見
て
は
初
め
て
私
は
あ

　

「
決
議
案

」
が
出
さ
れ
ま
し
た

。
配
ら

　
す
る
か
と
思
い
き
や

、
動
議
の
挙
手

。

　
も
あ
り
ま
せ
ん

。
議
運
で
議
論
し
た
の

（
　
④
か
ら
の
続
き

）

悪
い
こ
と
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

え
た
形
で
す

。
も
う
一
度

、
何
が
本
当
に

を
め
ぐ

っ
て
の
問
題
に
逆
に
皆
で
置
き
か

は
ず
の
議
会
で
し
た

。
そ
れ
が
街
頭
演
説

会
会
議
録
改
ざ
ん

」
等
へ
釈
明
を
求
め
る

当
初

、
1
2
月
は
私
が
議
長
に
対
し

「
議

　
⑵
バ
ス
運
行
会
社
に
状
況
等
を
確
認

な
ど
ひ
と
言
も
言
っ

て
な
い

。
偽
り
で
あ
る

。

が

、
こ
の
時

「
イ
コ
バ
ス
運
行
に
支
障
が
あ
る

」

し
た

。
元
々
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
街
頭
演
説
だ

れ
で
演
説
を
終
了
し
ま
す

。

」
旨
発
し
て
終
了

場
の
会
議
の
じ
ゃ

ま
に
な
っ

て
い
る
そ
う

。
こ

（
▽

）

が

。
な
ぜ
申
入
書
を
出
す
必
要
が
あ
る
の
か

。

街
頭
場
所
を
次
回
か
ら
変
え
れ
ば
い
い
話
だ

話
し
た
そ
う
だ
が

、
切
迫
し
た
話
で
は
な
く

、

か
け
る
か
ら
役
場
も
気
を
付
け
て

」
の
旨

、
電

人
が
い
た

。
こ
こ
は
駐
停
車
の
車
を
よ
く
見

度
差
が
あ
る

。

「
今
朝
,
街
頭
演
説
し
て
い
る

え
た

。
前
述
の
よ
う
に

、
申
入
書
と
だ
い
ぶ
温

私
は
今
後
気
を
付
け
る
旨

、
先
方
に
謝
意
を
伝

Q
R
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
出
来
ま
す

。

佐
伯
勝
宣
の
H
P
も
参
照
を

。
下
記
の

　役場は早期から法律を知っていたの？街頭をずっと黙認状態だったが

き
な
り
問
題
視
は
さ
れ
な
い

。
だ
が
役
場

注
意
喚
起
し
退
去
を
促
す
の
が
原
則

。
い

て
い
た

。
そ
れ
に
駐
禁
エ
リ
ア
で
も
ま
ず


